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八千代市保育園父母会連絡会事務局長　鈴木富夫

1 移管条件の変更に関する要望部分

1． 移管条件を変更しての民間移管は行わない。

　「保育の質」を下げない民営化が前市長以来の前提。保護者も同じ理解。この作業部会の議論が無意味になること。

2． 5年間の経過措置をはずすべき。

　茶々おおわだみなみ保育園保護者もこの点を現在心配している。

3． 保育士の定着率を上げるための努力をする。

　茶々おおわだみなみ保育園保護者からの数少ない懸念材料が「新任職員の短い期間での退職が多いと感じる。」となっている。
4． 保育士の雇用条件を担保するための条件を作る。

　第二勝田保育園での知恵をお借りしたい。

5． 財務状況を公開するように努める。

前回第二勝田保育園副園長発言から可能と解釈している。

6． 保護者と保育園職員が、共に子どもを中心に対等に参画できる運営。

　保護者が「子どもが人質」という意識で園側に遠慮してしまう。又は、職員側が、保護者の利便性を重視したり、経営者側の顔色をうかがったりする様にならないことが大切。子どものためにどうあるべきか、率直に意見交換できる体制が必要と思う。
7． 看護師・栄養士の配置（現状の維持）。

8． 障害児保育努力義務（現状の維持）。

2 ガイドライン：多様性認めながらの最低条件、「保育の質」の維持。　　　

1． 既存の公立園、民間園を含む全園に適用してほしい。

（例）１９９９年８月１０日付け「子育て支援対策検討委員会」石井委員長様宛提出文書一部抜粋

【保育の質】

子どもが、家庭の延長のようにのびのびと、心豊かに安定した園生活を送れるような保育を願います。そのためには、

子供に愛情を注ぎ、人間的にも尊敬できる保育士をそろえてほしい。 

子供たちへの目が行き届くのはもちろん、一人一人がどんな時に「いい表情」だったか、毎日伝えられるようなきめ細やかな体制にしてほしい。 

経験豊かな保育士を配置し、そのノウハウを継続できるよう、内外での研修機会を保障してほしい。 

毎日、同じ保育士と接し、食事やお昼寝も同じ場所というふうに、子どもが安心（不安を持たない）して生活できるようにしてほしい。 

個別的な対応が必要な子どもには個別の支援を行い、集団の中で生活できるようにしてほしい。 

押し付けた教育をせず、子供の心に添い、自主性を大切にした保育をしてほしい。 

散歩や外遊びをできるだけ毎日実施し、自然と触れ合う機会を増やしてほしい。そのための人手をそろえてほしい。 

テレビを置かず、わらべ歌などの伝承遊び、絵本の読み聞かせなど保育士の創意工夫で子供を楽しませてほしい。 

家庭を丸ごと受けとめ、親身になって相談に乗ってほしい。 

園のすべての子供をすべての先生が、覚えてくれ、声をかけ合えるような関係を築いてほしい。 

連絡帳などを通し、子供の日常生活や心身の成長ぶりを報告してほしい。 

延長保育の申請などに臨機応変に対応してほしい。 

雇用面や責任体制面などに限界のある臨時職員対応はしないでほしい。 

【健康管理】

看護婦と栄養士が園にいることで、安心して預けられる。常勤で配置してほしい。 

看護婦は、急な発病やけがへの対応はもちろん、園児の体調を毎日把握し、保護者の相談を受けたり、「保健だより」を発行するなど日常的な健康管理に努めてほしい。 

栄養士には、子供の月齢やアレルギーに個別に対応し、その子に合った食事を工夫してほしい。その日の体調によっても食事内容を配慮してほしい。 

給食は手作りでおいしいものを出してほしい。使用材料や作業工程などもオープンにしてほしい。 

【その他】

テレビを利用した保育はしない。 

英語・国語・算数など教え込むような幼児教育は行わない。 

制服・制帽は設けない。 

特別保育等については単独有料化・料金設定はしない。 

教材費など、保育料以外の費用負担は最低限に抑えてほしい。 

父母会設置及び父母会連絡会への参加を妨げない。

3 「保育の質」を守るための協議体について

1． 市全体の保育園状況を定期的に確認する第3者機関又は、行政の担当部署の設置。

　　　　学識経験者、保育園職員、保護者代表等からなる本作業部会のようなイメージ

2． 前述のものと別に、生活圏域ごとの地域子育て施設協議体の設置。

　　　　地域によってニーズの違いもあるだろう。地域ごとの公立園・民間園・地域子育てセンター関係者の定期的な情報交換の場を持たせたい。

3． １．の機関により、ガイドライン（質を守るための物差し）が守られているかどうか、１・2年に1度評価をする。

4 疑問点

1． 提示されている７つの生活圏域の根拠は？その妥当性は？

　　　　地域ごとの年齢別の正確な人数がどうなっているのかが前提になるだろう。

　　　　人口増加中であろう緑が丘地域に、センターの役割を担える施設はいらないのだろうか？　　　　

2． 生活圏域毎に地域子育てセンターの役割が一つずつあればよいのか？

2006年2月26日定例運営委員会参加保護者発言

1 今より悪くなるのは止めなければいけない。市がどう進めていくか分からないといけない。

2 今の保育に満足しているので、民営化するにしてもこのままで変わらないようにしてほしい。
3 （大和田西）民・公どちらであれ、今と同じように保育してもらえるなら、民営化されてもいい。コスト削減目的なら、どこでどう削減し、子どもにどう影響するのか気になる。茶々おおわだみなみの民営化は悪くなかった印象。今後には不安がある。

4 （茶々）今はとても満足。保育士が妊娠で辞めた。２年間で３人辞めている。若い先生が多く、交代が多いとは感じる。食事については、ふりかけなども手作りと聞き安心。５年間という条件は心配。

5 （八千代台）今、公立保育園で満足。この状況が続くのならいいが、（野田市での民営化の例を聞き）不安になっている。このままがいい。

6 聞き慣れぬ難しい言葉に戸惑い。大まかには理解できるが、詳細は理解できない。最終的に大人にも子どもにも良い方向を望む。

7 １年間、障害児保育でお世話になった。周りの子に刺激を受け成長して良かった。経費削減の民営化で一番大きく影響を受ける層になるのでは。民営化で保育園に障害児が入れなくなるのではないかと不安。民営化しても入れるようにしてほしい。
8 （大和田西）まだ決まってないことがたくさんある印象。資料をもっともっとみたい。５年間期限はなくすべき。移管条件は柔軟に変更できるのか？

9 保育園保護者としての期間５年ほどになる。今日聞いている話は、もっともだと思う。あたりまえと受け止めるのではなく、もっと自分から考えていく必要がある。

10 （村上南）民間委託のことは、連絡会ニュースなど便りに書いてはあるが、多くの父母の理解をもっと深める必要がある。園の父母会で直接解説してもらう機会を持ってほしい。

11 民間園では、園長の方針次第と思う。ガイドラインの必要性を感じる。今日の話で、民間委託に不安を感じた。

12 「保育の質」保たれるのなら、いいが･･･。今日の話や民間園に子どもを預けている友人の話を聞くと、維持が難しそうと感じる。子どもが一人目なので、分からないことを保育園の先生によく相談するが、そういうとき頼りになるのはベテランの先生。若い先生ばかりの保育園になってしまうのは困る。ベテランが残れる状態を保ってほしい。

13 （八千代台）茶々民営化以来、保育園保護者として関わってきている。保護者の皆さんは、大きな反応無くあまり心配していない。民営化に関する興味も低い。不安があったが、今までどう進んでいるのか分からなかった。民営化の流れを止めることはできないかもしれないが、受ける法人がいいものであってほしい。職員の定着率が良いものであってほしい。

14 他人事のように思っていたので話が聞けてよかった。今後、よく理解していかないといけないと思う。

15 民間保育園にも良いものと悪いものがあると思う。

